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大崎上島町  議会だより ₂

　大崎上島町議会は、平成28年第２回定例会を６月22日、24日の二日間開会した。
　５名の議員の一般質問に始まり、７件の議案、６件の報告、審議、可決および承
認した。

決まった主なこと

第２回定例会（６月議会）

○一般会計補正予算（第１号）

○国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

○介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

○干拓地管理特別会計補正予算（第１号）

○人権対策協議会条例の一部を改正する条例

○国民健康保険税条例の一部を改正する条例

○教育委員会委員の任命の同意
　　氏名　北山　博子氏（再任）

○繰越明許費繰越計算書（報告）

○専決処分した事件の承認（入湯税の減免など５件）

修学旅行生等の入湯税の減免が承認される
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5 人の議員が ９項目を質問

質
問
（
尾
尻
議
員
）

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
マ
ラ

ニ
ッ
ク
大
会
と
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
は
島
外
か
ら
大
勢
の
選

手
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
な
大

会
と
な
っ
た
。

　

特
に
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
は
島
内
業
者
が
行
い
、
町
も

50
万
円
の
補
助
金
を
拠
出
し
後

援
を
行
っ
た
。
２
５
０
名
程
度

の
選
手
の
参
加
が
あ
り
、
大
き

な
経
済
効
果
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
交
流
人
口
の
増
加
を

見
込
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

大
会
の
終
了
に
伴
い
、
今
大

会
の
評
価
、
問
題
点
と
今
後
の

支
援
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
（
地
域
経
営
課
長
）

　

こ
の
た
び
の
マ
ラ
ニ
ッ
ク
大

会
や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
、

民
間
主
導
の
イ
ベ
ン
ト
で
実
施

さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上

げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
町
に

と
っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　

当
大
会
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
大
会
が
終
了
し
た
ば
か
り

で
把
握
で
き
て
な
い
が
、
事
故

も
な
く
終
了
し
た
こ
と
を
関
係

者
か
ら
聞
い
て
い
る
。
島
外
か

ら
の
参
加
者
も
多
く
、
交
流
人

口
、
経
済
効
果
も
成
果
が
上

が
っ
た
。

　

今
後
も
、
町
の
活
性
化
に
資

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
後
援
は

答
で
き
る
支
援
は
行
っ
て
い
く

問
大
学
の
誘
致
の
状
況
は

答
民
間
組
織
が
進
め
て
い
る

質
問
（
尾
尻
議
員
）

　

当
局
に
お
い
て
は
、
当
該
大

学
と
誘
致
の
協
力
に
関
す
る
覚

書
を
か
わ
し
て
い
る
。
開
校
予

定
ま
で
４
年
間
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
手
法
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
で
開
校
に
む

け
て
取
り
組
ま
れ
る
の
か
、
具

体
的
な
計
画
の
進
展
が
あ
れ
ば

説
明
頂
き
た
い
。

答
弁
（
町
長
）

　

誘
致
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

法
人
組
織
が
で
き
、
事
務
を
進

め
て
い
る
。「
教
育
の
町
」
を

目
指
し
て
お
り
、
法
人
へ
の
支

援
は
積
極
的
に
行
い
た
い
。

　

だ
が
、
毎
年
の
運
営
資
金
の

補
助
は
困
難
で
あ
る
と
表
明
し

て
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
今
年
度
は
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
の
開
催
に
３
５
０
万
円

の
支
援
を
行
う
。
そ
の
後
は
法

人
が
立
て
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

に
基
づ
き
、
そ
の
都
度
で
き
る

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

尾
お

尻
じり

 康
やす

二
じ

 議員
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一　般　質　問

質
問
（
閑
田
議
員
）

　

様
々
な
団
体
が
週
末
に

行
事
予
定
を
組
み
、
ほ
ぼ

毎
週
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

何
か
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

同
日
に
複
数
の
行
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
別
の
組
織
が
行
っ

て
い
る
こ
と
で
、
役
場
と
し
て

の
関
与
は
難
し
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
各
種
団
体
行
事
の
調

整
役
と
し
町
が
日
程
調
整
を
し

て
は
ど
う
か
。

　

参
加
者
が
分
散
し
て
は
に
ぎ

わ
い
も
分
散
す
る
と
思
う
が
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

年
度
当
初
に
各
課
お
よ
び
各

課
の
担
当
す
る
各
種
団
体
の
行

事
日
程
を
把
握
し
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
町
と
各

種
団
体
で
共
有
を
し
て
い
る
の

で
、
あ
る
程
度
は
出
来
て
い
る
。

　

現
在
把
握
で
き
て
い
な
い
団

体
の
日
程
な
ど
も
含
め
、
可
能

な
限
り
開
催
日
が
重
な
ら
な
い

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問
行
事
日
程
の
調
整
を

問
町
内
一
斉
避
難
訓
練
の
実
施
を

答
各
種
団
体
に
依
頼
し
情
報
収
集
に
努
め
る

答
計
画
を
立
て
実
施
す
る

質
問
（
道
林
議
員
）

　

台
風
、
豪
雨
、
地
震
、

津
波
等
の
大
規
模
災
害
発

生
時
の
町
民
一
人
ひ
と
り

の
行
動
、
と
り
わ
け
突
然

起
こ
り
得
る
地
震
発
生
時

の
行
動
如
何
に
よ
っ
て
は
生
死

が
分
か
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

災
害
発
生
の
瞬
時
に
一
人
ひ

と
り
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ

ば
良
い
か
を
身
に
つ
け
る
た
め

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

平
成
24
年
11
月
に
津
波
災
害

を
想
定
し
た
町
民
避
難
訓
練
と

町
職
員
に
よ
る
避
難
勧
告
等
の

発
令
伝
達
訓
練
を
行
な
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
は
行
っ
て
い
な
い
。

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
規
模
災
害

を
想
定
し
た
町
内
一
斉
避
難
訓

練
を
毎
年
定
期
的
に
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

閑
かん

田
だ

 大
だい

祐
すけ

 議員道
どう

林
りん

 清
きよ

隆
たか

 議員

土砂崩れの町道

大
崎
海
星
高
校
文
化
祭
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一　般　質　問
　

今
年
度
は
、
防
災
関
連

施
策
の
最
重
点
項
目
と
し

て
、
各
区
に
お
け
る
自
主

防
災
組
織
の
整
備
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

繰
り
返
し
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
が
、
防
災
意
識
の
高
揚
及

び
災
害
時
の
行
動
へ
、
特
に
大

切
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
毎

年
定
期
的
に
全
町
民
を
対
象
と

し
た
避
難
訓
練
が
実
施
で
き
る

よ
う
、
各
区
長
を
は
じ
め
、
関

係
諸
機
関
と
の
協
議
を
す
す
め
、

協
力
を
得
な
が
ら
、
そ
の
手
法

の
確
立
に
努
め
、
計
画
を
立
て

て
訓
練
を
実
施
す
る
。

問
自
主
防
災
組
織
の
充
実
を

答
最
重
点
項
目
と
し
て
整
備
を
図
る

質
問
（
前
田
議
員
）

　

熊
本
地
震
と
そ
の
後
の

水
害
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。

　

町
で
も
災
害
を
予
防
・

軽
減
す
る
活
動
を
行
う
地

域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災

組
織
の
整
備
が
必
要
だ
が

整
備
は
県
内
で
も
低
水
準

だ
。

　

ま
た
発
災
時
に
は
人
材

の
多
く
が
消
防
団
活
動
に

従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

防＊
災
士
の
養
成
や
知
識
、

経
験
、
技
術
を
持
っ
た
人

材
発
掘
や
啓
発
な
ど
も
考
慮
す

べ
き
だ
。

　

ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く

方
針
な
の
か
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

自
助
・
共
助
の
面
か
ら
も
組

織
の
整
備
・
充
実
は
急
務
で
あ

り
、
防
災
施
策
の
最
重
点
項
目

と
し
て
掲
げ
、
各
区
長
等
と
協

議
を
重
ね
る
。

　

防
災
士
養
成
も
多
く
の
方
が

資
格
取
得
で
き
る
よ
う
具
体
策

を
検
討
す
る
。

再
質
問
（
前
田
議
員
）

　

組
織
の
必
要
性
は
理
解
し
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
考
え

で
世
話
役
を
引
き
受
け
る
こ
と

は
避
け
た
い
方
が
多
い
の
は
事

実
だ
。
特
定
の
人
の
負
担
が
重

く
な
り
組
織
と
し
て
健
全
に
活

動
で
き
る
の
か
。

答
弁
（
総
務
企
画
課
長
）

　

自
助
、
共
助
の
面
に
つ
い
て
、

各
地
域
に
自
主
防
災
組
織
を
組

織
す
る
必
要
性
を
改
め
て
訴
え
、

粘
り
強
く
働
き
か
け
る
。

＊
防
災
士

　
地
域
の
防
災
意
識
の
啓

発
、
防
災
力
の
向
上
に
努

め
、
災
害
発
生
時
に
は
避

難
誘
導
・
救
助
に
あ
た
る
人
。

　
日
本
防
災
士
機
構
の
認

定
す
る
民
間
資
格
。

前
まえ

田
だ

　太
ふとし

　議員

崩落した原田地区の橋
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一　般　質　問

質
問
（
信
谷
議
員
）

　

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
稼

働
状
況
・
収
支
・
利
用
状

況
は
。

答
弁
（
地
域
経
営
課
長
）

　

稼
働
状
況
は
垂
水
港
に

１
台
、
山
陽
バ
ス
に
２
台
、

ホ
テ
ル
清
風
館
に
２
台
の

計
５
台
稼
働
し
て
い
る
。

　

収
支
に
つ
い
て
は
平
成

27
年
度
で
約
１
１
０
万
円

の
赤
字
だ
。
今
年
９
月
で

リ
ー
ス
が
終
了
す
る
た
め
、

年
間
の
リ
ー
ス
料
が
大
幅

に
安
く
な
る
。

　

平
成
29
年
度
に
は
赤
字
が
約

40
万
円
ほ
ど
に
な
り
、
利
用
者

数
が
増
え
れ
ば
さ
ら
に
改
善
で

き
る
。

　

も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
積
極
的
に
広
報
を
行
う
。

問
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

収
支
や
稼
働
状
況
は

答
黒
字
化
を

目
指
す

問
「
生
涯
活
躍
の
町
」

へ
の
対
応
は

問
住
宅
耐
震
改
修
の

助
成
金
充
実
を

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
行
方
は

答

本
町
は
提
案
を

し
て
い
な
い

答

前
向
き
に

検
討
す
る

答

国
や
県
の
動
向
を

注
視
す
る

質
問
（
信
谷
議
員
）

　
「
生
涯
活
躍
の
町
」
と
い
う

事
業
に
つ
い
て
国
が
各
自
治
体

か
ら
の
提
案
を
募
っ
た
が
、
本

町
は
ど
の
よ
う
な
提
案
を
し
た

の
か
。

答
弁
（
町
長
）

　
「
生
涯
活
躍
の
町
」
と
い
う

事
業
は
、
介
護
を
含
め
た
福
祉

施
設
を
町
に
作
り
、
首
都
圏
の

高
齢
者
を
呼
び
寄
せ
る
と
い
う
、

国
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い

る
事
業
だ
。

　

本
町
で
実
施
す
れ
ば
雇
用
は

見
込
め
る
が
、
人
材
が
不
足
し

て
お
り
確
保
が
困
難
だ
。

　

ま
た
、
総
合
病
院
が
近
く
に

な
い
と
運
営
も
難
し
い
と
思
わ

れ
る
た
め
、
本
町
で
は
提
案
を

し
て
い
な
い
。

質
問
（
信
谷
議
員
）

　

住
宅
耐
震
診
断
の
助
成
金
が

自
治
体
に
よ
っ
て
違
う
が
、
本

町
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。
ま
た
耐
震
改
修
工
事

の
助
成
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

　

耐
震
診
断
は
過
去
に
制
度
化

し
て
い
た
が
、
需
要
が
な
か
っ

た
た
め
現
在
は
実
施
し
て
い
な

い
。

　

だ
が
、
今
回
の
熊
本
地
震
を

踏
ま
え
て
支
援
体
制
を
検
討
す

る
。

答
弁
（
町
長
）

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
は
多
く

の
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
る
。

　

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
制
度

も
創
設
し
た
い
。

質
問
（
信
谷
議
員
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
充
当
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

消
費
税
の
増
税
が
延
期
さ
れ
た

が
、
事
業
へ
の
影
響
は
。

答
弁
（
福
祉
課
長
）

　

現
時
点
で
は
町
単
独
で
の
支

出
が
増
え
る
な
ど
の
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

信
のぶ

谷
たに

 俊
とし

樹
き

 議員
皆
さ
ん
も
の
ん
び
り
ド
ラ
イ
ブ

い
か
が
で
す
か
？
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議会は、がんばる島の子ども達を応援します。
『このページは、ルンビニ幼稚園より頂いた原稿・写真を
掲載しています。』

ルンビニ幼稚園の紹介

　ルンビニ幼稚園では、運動会やお遊戯会のほかに、保護者参加の手作り給食や、七夕のソーメン
流しやお餅つきなど季節の行事もたくさんあります。今年から町の方針でもある英語教室も、月２
回開催しています。

　ルンビニ幼稚園は、1122年創設の正光坊が、宗教活
動の一環として、明治12年東野小学校が設立されるま
で、文会社と名付けて、寺子屋として地域の教育を担っ
ていました。その後、明治・大正・昭和と地域の子供
を集めて、日曜学校として宗教教育をしてきたことが
今日のルンビニ幼稚園設立の基礎となっています。
　昭和22年に県の許可を受け「ルンビニ幼稚園」とし
て保育活動を始めました。
　昭和45年から「宗教法人　ルンビニ幼稚園」となり、
昭和60年には「学校法人　正光坊学園　ルンビニ幼稚
園」として現在に至っております。
　平成27年度より子ども・子育て支援法の施行に伴い
新制度へ移行しましたが、今後も､ 保育内容の充実､
教育環境の整備に重点を置きながら､ 私立幼稚園の特
性を生かし、創立時からの方針である、宗教教育をベー
スにして、情緒豊かな､ 優しさと強さの育てられる教
育の場として、保護者との協力のもとに､ 幼児教育へ
取組んでいます｡

教育の基本姿勢

1�やさしいふれあい
　  　幼稚園は、人として生まれて初
めて、親や家庭から離れて、社会
への第一歩です。
　  　先生、友達やまわりとのふれあ
いに、つねにやさしさが必要です。

2�のびのび教育
　  　なにごとも怖れず。挑戦してみ
ることも大切です。
　  　やさしいふれあいのなかでのび
のびと育ってほしいものです。

3�適切なしつけ
　  　自由に健康に活動するなかにも、
必要な決まりや、人に迷惑をかけ
ない大切なことがあります。

園庭で水遊び♪

英語教室も
行っています ABC

お父さんが
カレーを作る日
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総務福祉文教常任委員会報告
委員長：越田賢一　副委員長：閑田大祐
委　員：信谷俊樹　尾尻康二　道林清隆

　

平
成
28
年
度
３
月
定
例
会
以

降
に
開
催
し
た
委
員
会
で
の
主

要
な
調
査
、
協
議
事
項
及
び
、

継
続
審
議
し
た
内
容
と
事
業
内

容
の
審
議
を
報
告
し
ま
す
。

○�

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
加
入
状
況

及
び
今
後
の
計
画

　

平
成
28
年
４
月
現
在
で
加
入

件
数
は
１
，
２
０
０
件
あ
ま
り

で
す
。
毎
年
、
微
増
し
て
お
り

目
標
で
あ
っ
た
１
，
０
０
０
件

以
上
の
加
入
件
数
は
ク
リ
ア
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

の
更
新
に
つ
い
て
、
運
用
開
始

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

機
器
の
一
部
で
耐
用
年
数
を
超

え
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
優
先

度
の
高
い
も
の
か
ら
年
間
１
千

万
円
程
度
の
予
算
規
模
で
更
新

を
行
う
計
画
で
す
。
し
か
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
と
締
結
し
て
い
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
賃
貸
借
契
約
が
平

成
35
年
末
で
期
間
満
了
と
な
る

た
め
、
今
後
の
町
の
方
向
性
を

明
確
に
し
計
画
を
進
め
る
よ
う

協
議
し
ま
し
た
。

○
乳
児
健
診
交
通
費
助
成
事
業

　

乳
児
健
診
交
通
費
助
成
が
平

成
28
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
交
通
費
助
成
と

同
様
に
交
通
費
の
助
成
を
行
う

も
の
で
す
。
１
歳
未
満
の
乳
児

を
対
象
に
１
人
に
つ
き
４
回
ま

で
で
す
。

　

乳
児
の
属
す
る
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
安
心

し
た
子
育
て
に
資
す
る
た
め
で

す
。

○
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

広
島
県
の
「
不
妊
治
療
費
支

援
事
業
」
を
利
用
し
た
方
に
対

し
、
あ
わ
せ
て
町
独
自
で
１
回

に
つ
き
15
万
円
の
医
療
費
を
助

成
し
ま
す
。

　

医
学
の
進
歩
と
と
も
に
最
新

医
療
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
る

特
定
不
妊
治
療
は
、
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
ず
高
額
な
医
療
費

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
途

中
で
治
療
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
い
方
も
多
く
、
医
療
費
の
一

部
を
助
成
す
る
こ
と
で
治
療
の

継
続
が
図
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

こ
と
で
も
あ
り
、
あ
ま
り
周
知

さ
れ
て
い
な
い
事
業
な
た
め
、

町
広
報
な
ど
で
周
知
を
は
か
る

な
ど
協
議
し
ま
し
た
。

○
補
正
予
算

　

平
成
28
年
度
６
月
補
正
予
算

の
説
明
を
受
け
委
員
会
で
審
議

し
ま
し
た
。

議
員
研
修
報
告

　

平
成
28
年
５
月
19
日
広
島
県

町
議
会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
都
道
府
県
議
長
会
議
会

制
度
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
野
村　

稔
氏
に
よ
る
「
地
方
議
会
の
制

度
と
運
営
・
改
革
に
つ
い
て
」

の
講
演
会
。

　

ま
た
、
時
事
通
信
社
特
別
解

説
委
員　

田
𥔎　

史
郎
氏
の

「
日
本
の
政
治
は
良
く
な
る
の

か
」
と
題
し
た
講
演
会
が
あ
り

ま
し
た
。議会傍聴をしてみませんか。

次回の定例会は９月です
日程は町内放送・ホームページで

お知らせします。

会議室がサーバー室。設備の整った専用室も必要です。
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産業建設常任委員会報告
委員長：前田　太　副委員長：浜田幸造
委　員：辰田真司　渡辺年範
　　　　蒔田篤雄　浜田明利

お 知 ら せ
○�本庁・各支所ロビーのテレビまたはインターネットで議会生中継がご覧
いただけます。
※インターネットをご利用の場合はホームページの注目記事
　‌�「○○議会ただいま生放送中」をクリックしていただければご覧いただけ
ます。
※録画の視聴は町議会メニュ—の議会録画中継配信でご覧いただけます。

　

平
成
28
年
３
月
定
例
会
以
降

の
委
員
会
報
告
を
し
ま
す
。

　

各
課
か
ら
６
月
定
例
会
で
議

案
と
な
る
補
正
予
算
案
や
主
な

事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
の
説
明

を
う
け
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

○
土
砂
災
害
防
止
法

　

土
砂
災
害
防
止
法
の
正
式
名

称
は
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
で
す
。

町
で
は
平
成
26
年
の
広
島
市
北

部
の
土
砂
災
害
を
踏
ま
え
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
早

急
に
行
い
、
町
民
の
生
命
身
体

の
保
護
の
た
め
の
施
策
を
検
討

し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
基
礎
調
査
を
27

年
度
か
ら
各
年
度
に
木
江
、
東

野
、
大
崎
の
順
番
で
行
い
、
翌

年
度
に
基
礎
調
査
結
果
の
公
表

と
区
域
指
定
の
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

○
観
光
案
内
所

　

旧
東
野
町
商
工
会
建
物
を
整

備
し
て
観
光
案
内
所
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
業
務
委
託
者
の
公
募
を

行
っ
た
と
こ
ろ
４
社
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
６
月
20
日
に
選
考

委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

単
な
る
案
内
所
と
し
て
で
は

な
く
、
来
町
者
へ
の
様
々
な
便

宜
を
図
っ
た
り
、
広
報
活
動
や

地
元
業
者
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に

よ
る
産
品
開
発
な
ど
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
の

実
績
が
２
４
０
万
円
に
達
し
予

算
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

国
費
交
付
額
が
当
初
見
込
み

よ
り
増
額
決
定
さ
れ
、
補
正
予

算
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

大
き
な
補
助
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
危
険
建
物
問
題
が
周
知

さ
れ
、
そ
の
除
却
に
一
定
の
効

果
が
上
が
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
ま
す
。

○
各
種
料
金
滞
納
対
策

　

簡
易
水
道
・
下
水
道
使
用
料
、

町
営
住
宅
使
用
料
な
ど
の
滞
納

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
そ
れ
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
得
る
利
益
に
対

価
を
支
払
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

滞
納
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

も
あ
り
、
そ
れ
を
勘
案
し
て
町

も
滞
納
者
と
話
し
合
い
の
上
で

支
払
計
画
を
立
て
る
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
（
町
民
）
間
の
公
平

性
を
担
保
し
、
ま
た
回
収
不
能

に
陥
ら
な
い
様
、
町
の
顧
問
弁

護
士
等
と
も
相
談
し
て
法
的
措

置
も
考
え
る
よ
う
に
提
言
し
ま

し
た
。

○
危
険
建
物
除
却
促
進
事
業

　

本
町
が
定
め
た
基
準
を
ク
リ

ア
す
る
危
険
建
物
の
除
却
を
行

う
所
有
者
に
対
し
、
費
用
の

30
％
（
上
限
30
万
円
）
を
補
助 オープンに向けて準備中の観光案内所
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質
問

　

木
江
港
湾
高
潮
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

　

今
後
の
計
画
は

回
答

　

平
成
26
年
度
か
ら
工
事
着
工
の
予
定

そ
の
後
の
経
過

　

広
島
県
の
現
計
画
で
は
、

平
成
28
年
10
月
か
ら
工
事
の

着
工
を
予
定
し
て
い
る
。

追
跡
　
あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

（
平
成
25
年
６
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら
）

ヌ
ー
で
、
カ
ヌ
ー
が
使
え
な
い

と
こ
ろ
で
は
、
２
時
間
も
濁
っ

た
川
を
泳
い
で
回
っ
た
そ
う
で

す
。
当
時
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
政

府
は
な
く
、
地
雷
は
多
く
、
ゲ

リ
ラ
も
出
る
。
あ
ま
り
の
危
険

さ
に
周
囲
は
引
き
留
め
た
よ
う

で
す
。
そ
し
て
ポ
ル
ポ
ト
派
兵

士
に
非
道
に
も
撃
た
れ
、
無
線

で
「
私
は
死
ん
で
い
き
ま
す
。」

と
伝
え
帰
ら
ぬ
人
に
な
り
ま
し

た
。
か
れ
は
生
前
に
言
葉
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

‌�「
だ
け
れ
ど
も
僕
は
や
る
。

こ
の
世
の
中
に
、
誰
か
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が

あ
る
と
き
、
僕
は
そ
の
誰
か

に
な
り
た
い
。」

　

こ
の
何
分
の
一
の
覚
悟
が
自

分
に
で
き
る
の
か
を
考
え
る
と

恥
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。
現
実

の
生
活
の
中
で
は
、
そ
こ
ま
で

の
覚
悟
は
求
め
ら
れ
る
こ
と
は

無
い
に
し
て
も
、「
何
か
自
分

で
も
」
と
い
っ
た
気
持
ち
は
持

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｍ
・
Ｆ
）
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
日
本
人

７
人
が
テ
ロ
に
よ
っ
て
殺
害
さ

れ
る
と
い
う
悲
し
い
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
か
の
国

の
発
展
に
役
立
ち
た
い
と
の
志

し
を
持
っ
て
海
を
渡
り
、
尽
力

し
て
い
た
の
に
。
日
本
国
も
援

助
す
る
に
あ
た
っ
て
は
自
国
へ

の
利
益
よ
り
も
現
地
の
雇
用
や

技
術
供
与
を
大
事
に
考
え
、
地

元
の
方
た
ち
に
感
謝
さ
れ
て
い

た
と
聞
い
て
お
り
、
痛
恨
の
極

み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る

た
び
に
一
人
の
日
本
人
青
年
、

中
田
厚
仁
さ
ん
を
思
い
出
し
ま

す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
20
年
続
い

た
内
戦
が
終
わ
り
総
選
挙
を
実

施
す
る
事
に
な
っ
た
時
、
彼
は

志
願
し
て
公
正
な
「
選
挙
」
を

中
立
の
立
場
で
説
い
て
回
る
ス

タ
ッ
フ
に
な
り
ま
し
た
。
最
も

危
険
な
コ
ン
ポ
ト
ム
州
の
巡
回

に
自
ら
赴
き
、
村
々
を
懸
命
に

回
り
ま
し
た
。
道
す
ら
十
分
に

な
く
、
川
に
ぶ
つ
か
れ
ば
カ

議
会
広
報
委
員

委 

員 

長
　
閑
田
大
祐

副
委
員
長
　
道
林
清
隆

委
　
　
員
　
辰
田
真
司

　
　
　
　
　
越
田
賢
一

　
　
　
　
　
前
田
　
太

　
　
　
　
　
浜
田
幸
造


